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 　令和６年６月　教育委員会補正予算（案）総括表

【一般会計】

12,992,636 16,107 13,008,743

12,992,636 16,107 13,008,743

(項１)教育総務費 2,186,410 1,000 2,187,410 1 情報教育推進事業費 1,000

(項５)社会教育費 2,877,177 15,107 2,892,284 1 文化財保護事業費 11,000

2 管理運営事務費
　（民俗民芸村費）

4,107

(単位：千円)

備考

教 育 委 員 会 合 計

(款１０)教育費

補正後の額

予算科目(款・項）

区分 

補正前の額 今回補正額

 

議案第１５号
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第　３　表　　地方債補正

　変　更

（単位　千円）

補正前の額 補　正　額 補正後の額

社 会 教 育 費 422,700 5,400 428,100

普通貸借
又　　は
証券発行

　　　　％
　　5.0
　　　　以内
（ただし、利率
見直し方式で借
入れる資金につ
いて、利率の見
直しを行った後
においては、当
該見直し後の利
率）

借入れ先の融通
条件による。た
だし、市財政の
都合により据置
期間及び償還期
限を短縮し、も
しくは繰上償還
又は借換えする
ことができる。

起 債 の 目 的
限　　度　　額 起債の

方　法
利　率 償還の方法
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【文化財保護事業費】 

 

 (重文)旧森家住宅 耐震対策事業(土蔵工事)について 

［生涯学習課］ 

 

（１）補正額     １１，０００千円 

 

財源内訳 国庫支出金 ５，５００千円 

     県支出金  ２，７５０千円 

     市債    ２，４００千円 

     一般財源    ３５０千円 

 

（２）事業目的 

今年度、重要文化財旧森家住宅の土蔵耐震補強工事を実施する予定で 

あったが、能登半島地震により当該住宅に被害が生じたことから、工事 

内容を見直し、被害復旧を含めた工事とするもの。 

 

（３）事業内容 

旧森家住宅について、土蔵の被害復旧及び耐震補強工事を実施する。 

 

内容 
当初事業費 

（A） 

変更後 

（B） 

補正分 

（B）－（A） 

【委託料】 

工事監理業務委託 
１，６２０千円 ２，６２０千円 １，０００千円 

【工事請負費】 

土蔵耐震補強工事 
１１，２００千円 ２１，２００千円 １０，０００千円 

計 １２，８２０千円 ２３，８２０千円 １１，０００千円 
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【管理運営事務費】 

 

 売薬資料館別館（土蔵）災害復旧について 

［民俗民芸村管理センター］ 

 

（１）補正額     ３，００７千円 

 

財源内訳 市債   ３，０００千円 

一般財源     ７千円 

 

 

（２）事業目的 

能登半島地震により被害を受けた売薬資料館の別館（江戸時代中期頃に

建築された旧密田家土蔵を平成１３年度に移築した建物）の復旧に係る工

事設計が完了したことから、同館の復旧業務等を実施するもの。 

 

（３）事業内容 

   本年１０月の観覧再開に向けた震災復旧業務等を実施する。 

ア．別館（土蔵）震災復旧業務委託        ２，７１０千円 

  外部漆喰壁・屋内中塗壁亀裂補修、正面下屋瓦補修、軒樋補修等 

イ．別館（土蔵）震災復旧技術指導業務委託      ２９７千円 

    復旧業務の受注業者に対して、文化財を正確に原形復旧するために必

要な提案や技術的指導及び助言を行う。 
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【管理運営事務費】 

 

 篁牛人記念美術館収蔵庫における湿度制御機器の 

一部更新について 

［民俗民芸村管理センター］ 

 

（１）補正額     １，１００千円 

 

財源内訳 一般財源 １，１００千円 

 

 

（２）事業目的 

老朽化により故障した篁牛人記念美術館収蔵庫の湿度制御機器を一部更

新することにより、常に適切な湿度を保つことで、所蔵作品を管理するも

の。 

 

（３）事業内容 

当該収蔵庫は、所蔵作品の保護のため、湿度制御機器（加湿器、除湿器

及び自動制御機器で構成）により適切な湿度（約５５％程度）を保つよう

コントロールしているが、老朽化により加湿器及び自動制御機器が故障し

たことから、機器の一部を更新する。 

 

ア．湿度制御機器一部更新業務委託  １，１００千円 
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【情報教育推進事業費】 

 

 リーディングＤＸスクール事業について 

［教育センター］ 

 

（１）補正額     １，０００千円 

 

財源内訳  諸収入  １，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

本事業は、文部科学省が、１人１台端末の活用により、個別最適な学び

と協働的な学びや校務ＤＸを推進するため、小中高等学校約２００校を

「リーディングＤＸスクール事業指定校」とする事業であり、公募の結果、

今年度に入り、芝園小学校、芝園中学校が指定された。 

指定された２校においては、本市が導入している Google Workspace 等

の汎用的なソフトウェアとクラウド環境を活用した効果的な教育を実践し、

その成果を他校にも広めるもの。  

 

（３）事業内容 

ア．有識者を講師として招いた研修講演会の開催 

イ．指定校への先進事例視察 

ウ．「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実などにおける 

教育実践など 
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議案第１２４号 

   工事請負契約締結の件 

 山室中学校体育館改築主体工事について、次のとおり請負契約を締 

結するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項 

第５号の規定により、市議会の議決を求める。 

  令和６年６月６日提出 

 

               富山市長  藤 井 裕 久     

 

記 

 

１ 契 約 の 目 的 山室中学校体育館改築主体工事 

２ 契 約 の 方 法 一般競争入札 

３ 契 約 の 金 額 ９９９，９００，０００円 

４ 契約の相手方 石坂建設・婦中興業・北新建工山室中学校体育館 

改築主体工事共同企業体 

代表者 

          富山市神通町二丁目３番１０号 

          石坂建設株式会社 

          代表取締役社長 石坂 兼人 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１６号
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【工事請負契約締結の件】 

 

 山室中学校体育館改築主体工事 

［学校施設課］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）目 的 

令和５年度に実施した第２体育館解体工事に引き続き、令和６～７年度に

おいて体育館改築主体工事を実施するもの。 

 

（２）内 容 

構 造 ：鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建て 

延 床 面 積 ：約１，８３０㎡ 

契 約 方 法 ：一般競争入札 

予 定 価 格 ：９９９，９００，０００円 

契 約 の 金 額 ：９９９，９００，０００円 

工 期 ：契約締結日の翌開庁日 ～ 令和７年１２月１２日 

契約の相手方 ：石坂建設・婦中興業・北新建工山室中学校体育館改築

主体工事共同企業体 

 

【R4～5 解体・ 

改築設計委託】 

【R8 解体】 

【R6～7 体育館改築】 

【R5 解体】 

工事箇所 
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報告第 １４ 号

国 ( 県 )
支 出 金

地 方 債 そ の 他

751, 73, 73, 73, 73, 7, 12, 53,
000,000 100,000 100,000 100,000 100,000 407,000 393,000 300,000

1,136, 3, 167, 170, 146, 23, 23, 5, 18,
650,000 165,000 352,000 517,000 896,500 620,500 620,500 020,500 600,000

       富山市長     藤   井   裕   久

令 和 ６ 年 ６ 月 ６ 日 提 出

10教育費

2 小学校
　費

長 寿 命 化
対 策 事 業 費
熊 野 小 学 校

3 中学校
　費

屋 内 運 動 場
建 設 事 業 費
上 滝 中 学 校

予  算
計上額

前年度
逓  次
繰越額

計 繰越金

特  定  財  源

令 和 ５ 年 度 富 山 市 継 続 費 繰 越 計 算 書

款 項 事  業  名
継続費
の総額

令和５年度継続費予算現額
支出済
額及び
支出見
込  額

残額
翌年度
逓  次
繰越額

左   の   財   源   内   訳

報告事項１４
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報告第 １７ 号

国 ( 県 )
支 出 金

地 方 債 そ の 他

21,500,000 21,500,000 21,500,000

80,310,000 62,984,749 261,111 19,133,000 42,000,000 1,590,638

68,226,000 68,226,000 22,892,000 45,300,000 34,000

40,580,000 33,125,300 45,300 19,666,000 13,300,000 114,000

117,600,000 117,600,000 20,200,000 97,400,000

7,425,000 7,315,000 4,290,000 1,900,000 1,125,000

31,828,000 2,809,100 2,809,100

5,723,000 5,492,300 5,400,000 92,300

5,940,000 5,940,000 70,016 700,000 5,169,984

円 円 円 円 円 円 円

2,926,000 2,926,000 2,900,000 26,000

令和６年６月６日提出
   富山市長     藤   井   裕   久

令和５年度富山市繰越明許費繰越計算書

款 項 事   業   名 金        額
翌   年   度
繰   越   額

左      の      財      源      内      訳

既 収 入
特 定 財 源

未  収  入  特  定  財  源
一 般 財 源

10 教育費

1 教　  育
　総 務 費

野外教育活動
センター管理
運 営 事 務 費

2 小学校費

施設学校管理
事 務 費

学校施設整備
事 業 費

5 社    会
  教 育 費

文 化 財 保 護
事 業 費

公 民 館 建 設
事 業 費

3 中学校費

施設学校管理
事 務 費

学校施設整備
事 業 費

管理運営事務費
(民俗民芸村費)

管理運営事務費
（図書館費）

管理運営事務費
(科学博物館費)

報告事項１５
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報告第 ２ ９ 号 

   経営状況報告の件 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規 

定により、公益財団法人富山市学校給食会に関する経営状況を別紙の 

とおり報告する。 

  令和６年６月６日提出 

 

               富山市長  藤 井 裕 久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項１６
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１ 令和６年度事業計画 

 (1) 給食予定数 

    学校給食実施のため、給食用物資の調達及び配送を行う。 

     幼稚園     ３園       １８，７２０食 

     小学校    ６３校    ３，９１４，１９０食 

     中学校    ２５校    ２，０３７，７０６食 

       計     ９１校（園） ５，９７０，６１６食 

 

12



２ 令和６年度予算                 （単位 円） 

科   目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 経常増減の部 

  (1)経常収益 

 

 

 

  

   ①基本財産運用益 200 200  0 

   ②特定資産運用益 397 425  △ 28 

   ③事業収益 1,764,639,000 1,905,175,000 △ 140,536,000 

   ④受取補助金 170,949,000 39,843,000 131,106,000 

   ⑤雑収益 875,000 831,000 44,000 

経常収益計 1,936,463,597 1,945,849,625 △ 9,386,028 

  (2)経常費用    

   ①事業費 1,920,922,200 1,931,056,282 △ 10,134,082 

   ②管理費 15,541,397 14,793,343 748,054 

経常費用計 1,936,463,597 1,945,849,625 △ 9,386,028 

 当期経常増減額 0 0 0 

   当期一般正味財産増減額 0 0 0 

一般正味財産期首残高 3,820,715 3,820,715 0 

一般正味財産期末残高 3,820,715 3,820,715 0 

Ⅱ 指定正味財産増減の部    

   ①基本財産運用益 200 200 0 

②特定資産運用益 321 319 2 

③一般正味財産への振替額 △200 △ 200 0 

当期指定正味財産増減額 321 319 2 

指定正味財産期首残高 25,950,913 25,950,594 319 

指定正味財産期末残高 25,951,234 25,950,913 321 

Ⅲ 正味財産期末残高 29,771,949 29,771,628 321 
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３ 令和５年度決算（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月３１日） 

 (1) 財産目録（令和６年３月３１日現在）    （単位 円） 

区分 科    目  金 額 摘     要  

資
産
の
部 

1 流 動 資 産 122,572,331 現 金 ・ 預 金 119,773,517 

  

未収消費税等 

未 収 金 

仮 払 金 

406,058 

2,329,286 

63,470 

2 固 定 資 産 43,138,651 基 本 財 産 10,000,000 

  特 定 資 産 32,697,158 

  その他固定資産 441,493 

計 165,710,982   

負
債
の
部 

1 流 動 負 債 120,329,995 未 払 金 99,390,412 

  預 り 金 19,936,387 

  賞 与 引 当 金 1,003,196 

2 固 定 負 債 16,233,250 退職給付引当金  

計 136,563,245   

正味財産 29,147,737   
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 (2) 貸借対照表（令和６年３月３１日現在）   （単位 円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

区分 科  目 金  額 区分 科  目 金  額 

流
動
資
産 

1 現金・預金 119,773,517 流
動
負
債 

1 未 払 金 99,390,412 

2 未収消費税等 406,058 2 預 り 金 19,936,387 

3 未 収 金 2,329,286 3 賞与引当金 1,003,196 

4 仮 払 金 63,470 計 120,329,995 

  固
定 

負
債 

退職給付引当金 16,233,250 

計 122,572,331 計 16,233,250 

固
定
資
産 

1 基 本 財 産 10,000,000 負債合計 136,563,245 

2 特 定 資 産 32,697,158 正 味 財 産 の 部 

3 その他固定資産 441,493 区分 科  目 金  額 

  

正
味
財
産 

1 指定正味財産 25,951,488 

  (うち基本財産への充当額) (10,000,000) 

  (うち特定資産への充当額) (15,951,488) 

  
2 一般正味財産 

(うち特定資産への充当額) 

3,196,249 

 (512,420) 

  計 29,147,737 

計 43,138,651 正味財産合計 29,147,737 

資産合計 165,710,982 負債・正味財産合計 165,710,982 
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(3) 正味財産増減計算書（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月３１日） 

                          （単位 円） 

科   目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 １．経常増減の部 

  (1)経常収益 

 

 

 

 

 

 

 

①基本財産運用益 199 199 0 

   ②特定資産運用益 375 400 △ 25 

③事業収益 1,781,760,082 1,742,881,360 38,878,722 

   ④受取補助金 169,721,934 171,501,869 △ 1,779,935 

⑤受取負担金 6,000,000 0 6,000,000 

   ⑥雑収益 1,405,738 770,726 635,012 

経常収益計 1,958,888,328 1,915,154,554 43,733,774 

  (2)経常費用    

①事業費 1,944,386,003 1,901,877,447 42,508,556 

   ②管理費 14,096,267 13,884,679 211,588 

経常費用計 1,958,482,270 1,915,762,126 42,720,144 

 当期経常増減額 406,058 △ 607,572 1,013,630 

２．経常外増減の部    

 (1)経常外収益    

①受取補助金 0 3,407,375 △ 3,407,375 

経常外収益計 0 3,407,375 △ 3,407,375 

(2)経常外費用 

①管理費 

②固定資産除却損 

 

0 

0 

 

3,407,375 

3 

 

△ 3,407,375 

△ 3 

経常外費用計 0 3,407,378 △ 3,407,378 

当期経常外増減額 0 △ 3 3 

当期一般正味財産増減額 406,058 △ 607,575 1,013,633 

一般正味財産期首残高 2,790,191 3,397,766 △ 607,575 

一般正味財産期末残高 3,196,249 2,790,191 406,058 

Ⅱ 指定正味財産増減の部    

   ①基本財産運用益 199 199 0 

②特定資産運用益 319 319 0 

③一般正味財産への振替額 △199 △ 199 0 

当期指定正味財産増減額 319 319 0 

指定正味財産期首残高 25,951,169 25,950,850 319 

指定正味財産期末残高 25,951,488 25,951,169 319 

Ⅲ 正味財産期末残高 29,147,737 28,741,360 406,377 
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４ 令和５年度事業報告 

 (1) 給食実施校（園） 

    幼稚園     ３園 

    小学校    ６４校 

    中学校    ２５校 

     計     ９２校（園） 

 

 (2) 事業実績 

              食  数     対前年度比 

    幼稚園       １６，６５３食  ７７．３％ 

    小学校    ３，８８１，７１５食  ９９．３％ 

    中学校    １，９６２，９２２食    微減 

     計     ５，８６１，２９０食  ９９．４％ 
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その他９
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